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令和２年度事業計画 

1. 本年度は小学校から順次始まる新学習指導要領が開始される重要な年である。将来の答えの

無い時代を生き抜く児童・生徒が、「主体的・対話的で深い学び」を通じ、社会の課題を発見

し解決策を見出す資質・能力の育成を目指すことを、理科が先頭になり観察実験を通じて児

童生徒の資質形成育成の支援を行う。 

 

1-1すべての都道府県・市区町村・学校法人立の学校において、観察・実験が十分に実施できる

よう全力をあげる 

 

■学校における機器の整備が十分行えるよう、国に対して予算増大の声を届けるとともに、設

置者が予算申請を適切に行えるよう支援活動を強化する 

■都道府県等に働き掛け、個々の市区町村の実態把握をもとにして、理科教育環境整備が進ま

ない地域への啓発活動を強化する。 

■設置者と学校への正確かつタイムリーな情報伝達を図る 

 

1-2新学習指導要領に伴う理科教育設備整備事業の新基準並びに台帳の改正についての円滑な

施行を支える活動を実施する。 

 

■理科教育設備整備新基準と台帳の改正についての普及活動 

■使えない・古い観察実験機器の廃棄促進の周知徹底を図る 

■設置者や学校に向けての事業申請・管理台帳作成等の実務セミナー、個別相談会について、

国庫補助事業の手続きの理解を広める 

 

1-3「理科の授業は理科室で」の実現を目指し、理科室および周辺環境の整備充実や観察実験を

サポートする環境整備を促進する 

 

■「観察・実験」で必須となる消耗品予算の確保と継続に向けた啓発活動の展開を推進する 

■理科実験支援員が十分に配置されるよう、拡充に向けて活動する 

■理科室および周辺環境整備のため、実験台・収納戸棚・安全施設の充実や理科準備室の整備

のため、文教施設全般についての仕組みを把握し、理科教育施設全般の向上を目指す 

 

1-4  実験・観察増加に対応するための事業の充実 

 

■新学習指導要領実施に向け、小学校向け「教師の為の理科実験セミナー」の開催及び教員研

修の開催を実施・支援する 

 

1-5  観察・実験の拡大強化を促進するための調査、分析活動の充実 

■小・中・高等学校の学校現場の現状及び課題を調査し、データ分析を更に充実、その結果を

生かした活動を行う 
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2 教育用理科機器の安全・品質向上ならびに研究開発に関する事業の実施 

   

■教育用理科機器の安全性と品質向上のための基準やガイドライン策定の検討 

■安全・安心に実験機器が使用できるように、刊行物の作成、配布 

■諸外国における理科教育の調査・および資料の収集 

■新学習指導要領で新たに加わる指導方法や学習内容を踏まえ、新たに必要とされる観察実験

機器の開発を促進し、学校への早急な普及を図る 

 

3.理科教育の継続した維持拡大ができるよう諸活動の推進 

 

■有識者、国会議員等に理科教育の意義を訴え将来に向けての世論喚起を図る 

■(仮称)科学技術教育振興法等、将来の抜本的な理科教育改善に向けた活動の継続 

 

４．関係機関・諸団体との協力活動の推進 

 

■理科教育を推進する諸団体への活動支援事業の実施 

■関係機関・諸団体との相互協力の推進 

 

５.理科教育の普及啓発に関するその他事業の実施 

 

■自然災害被災地区に対する理科教育支援活動を実施する中で、防災、自然災害に対する 

関心を向上させ、知識として身に着くように実践で役に立つ学習を目指した活動を行う 

■各種理科教育啓発事業への協力および参加 

 

６.公益社団法人として協会の基盤確立を実施 

 

■公益事業の拡大と健全なる会計財務運営を図る 

■会員数・口数の拡充に努め、財務的基盤の確立を進める 

 

７．会員・関係者に対する活動の拡大 

 

■毒物及び劇物取扱責任者資格試験の受験への支援を実施する 

■ホームページによる情報提供の充実と会員に対するメールサービスの拡充 

■教育用理科機器を製造する会員に対する有益な情報提示活動の継続 

 

８．【追加案】新型コロナウイルスへの対応 

 

■教育委員会・学校での対策への協力と支援 

■この状況における協会活動の新たな方法の研究とその実施 

 

以 上 


